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「じゃそこの 4列目の真ん中の子。きみの将来の夢は?」 

高校 3年生の 1学期の進路ガイダンスで講師の方に指され、私はその場に立ち、こう言っ

た。「はい。私の将来の夢は父の会社を継いで、大きな会社にすることです。」と…。 

私は、スリランカ出身で小学校 5年生のときに日本にきた。父の仕事の関係で日本にきた。

来たばっかりの頃は、日本語はまるでパズルみたいで、理解するのにすごく時間がかかって

しまった。私と同じ年の子は社会、理科と色々科目を勉強している中、私だけ教室の端っこ

で 1 人コツコツと日本語の勉強をしていた。たまに、同じ教室でひらがなカタカナの勉強を

している自分が幼稚に思えて少し恥ずかしかった。 

その 2 年後、私は中学生になった。中学生になっても「わからない」と思うことが多く、

挑戦の日々だった。中学に上がったこともあり、勉強をがんばったおかげで、意味を理解す

るのはまだ難しかったけど、漢字を少し読めるようになった。 

そんなある日、社会の授業で「年金」という初めて耳にする言葉に出会った。「年金」とい

う言葉を読めたものの意味はさっぱりわからなかった。その時、心のどこかで「これは、き

っとずっと先の将来の話だ。」と勝手に距離をとっていた。 

そして私は、高校生になったある日、テレビで、また「年金」についての話題が上がってい

てその番組を見続けた。その番組では、「年金は、働く世代が高齢者を支える制度。20 歳か

らは加入が義務です。」と言っていた。私は一瞬、ドキッとした。 

「え、20歳って･･･もうすぐじゃん。」 

中学の時自分にはまだまだ関係ないと思っていた「年金」が、実はすぐそばにあることに気

づいた。 

私がスリランカにいた時におばあちゃんに聞いた話だと公務員や民間企業で働いている人

は年金を納めないといけない。実際私のおじいちゃんはスリランカの自衛隊にいたので、今

は年金をもらっている。それと反対に専業主婦だったおばあちゃんは年金をもらっていない。

日本と違って、スリランカではみんな平等に年金をもらえるわけではない。その話を思い出

し私は、スリランカの年金制度についてもっと知りたいと思い、インターネットでいろいろ
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な記事を読んでみました。 

その時、1つの記事が私のこころに刺さりました。その記事には、「この国には、すべての

国民を対象とする年金制度は存在しない」と書かれてありました。やはりおばあちゃんの話

は本当だった。私は考えました。「そうすると、自分で若い頃に貯金したお金で暮らすのかな」

と。 

しかし、そんなには甘くありませんでした。体が弱くなり、働けない高齢者の人は記事に

よると、「1日 1食しかしない」という人もいたり、家族や兄弟から仕送りをもらう人もいま

した。では、一人暮らしの方や仕送りをしてもらえない人、また、働くこともできない高齢

者はどうするのだろうか。記事には「家族の重荷になりたくなくて、家を出た。 日中は物乞

いをしたり食べ物を探したりして過ごし、夜は公園のベンチで眠る。」という人がいました。

これはいわゆるホームレスです。私はスリランカにいた時、駅周辺でたくさんのホームレス

がいるのを見かけていました。ホームレスになる原因の裏には、貧困問題はもちろん、年金

の問題があることを知りました。 

日本の制度について学ぶうちに、私の考え方も少し変わってきた。ただ父の会社を大きく

したいだけじゃなくて、働く人たちや、生活の中で制度に困っている人たちに目を向けられ

るような会社をつくりたいと思うようになった。20歳になったら、年金を納め、働いている

間は自分が支える側になり、引退したら今度は支えられる側になる。この制度には、見えな

い「優しさ」があるんだなと私は思った。 

スリランカと日本、どちらの現実も知っている自分だからこそ、できることがある。言葉

や制度の壁にぶつかった経験が、今の自分をつくってくれた。あのとき答えた夢は、今も変

わらない。でも、少し中身は変わってきたと思う。だから今、もう一度聞かれたら、私はこう

答える。 

「君の将来の夢は?」 

「はい。父の会社を継いで、人に寄り添える会社をつくることです。」 


